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16かしはら市議会だより

れ
る
よ
う
な
行
為
は
慎
む
ほ
う
が

良
い
。

一般質問

成
谷　

文
彦

成
谷　

文
彦

（
公
明
党
）

新
し
い
公
共
施
設
と

橿
原
市
の
あ
り
方

本
市
の
公
共
施
設
は
、
方
向

性
と
し
て
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
進
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、
こ
れ
は
共

通
認
識
だ
と
思
う
。
広
義
の
意
味

で
の
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
と
、

狭
義
と
し
て
本
市
の
進
む
べ
き
方

向
性
を
聞
き
た
い
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
は
、

一
般
的
に
都
市
的
土
地
利
用
の
郊

外
へ
の
拡
大
を
抑
制
す
る
と
同
時

に
、
中
心
市
街
地
の
活
性
化
が
図

ら
れ
た
生
活
に
必
要
な
諸
機
能
が

近
接
し
た
効
率
的
で
持
続
可
能
な

都
市
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら

は
、
人
口
減
を
前
提
と
し
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

本
市
で
は
、
公
共
交
通
沿
線
に
居

住
を
誘
導
す
る
と
と
も
に
、
都
市

機
能
を
集
約
す
る
拠
点
間
を
結
ぶ

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

や
、
拠
点
エ
リ
ア
内
に
お
け
る
循

環
型
の
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
形
成
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
と
公

共
交
通
が
連
携
し
た
取
り
組
み
が

必
要
と
考
え
る
。

市
長
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ

ィ
ー
に
つ
い
て
の
様
々
な
意
見
を

持
っ
て
い
る
と
思
う
。
具
体
的
な

イ
メ
ー
ジ
や
検
討
し
た
い
こ
と
は
。

３０
年
前
か
ら
、
都
市
軸
を
宣

言
し
て
い
る
。
多
極
化
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
持
つ
軸
の
幹
を
太
く
す

る
こ
と
が
、
我
々
の
ま
ち
の
役
割

と
思
う
。
内
閣
府
と
一
緒
に
取
り

組
ん
で
い
る
地
域
活
性
化
モ
デ
ル

事
業
、
飛
鳥
シ
テ
ィ
・
リ
ー
ジ
ョ

ン
が
具
体
的
な
形
で
あ
り
、
そ
の

方
向
性
で
進
め
た
い
。

Ｆ
Ｍ
（
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
）
の
カ
ル
テ
等
は
７
０

０
項
目
あ
る
と
聞
く
が
、
公
共
施

設
全
体
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
や
方
針
は
。

公
共
施
設
は
た
く
さ
ん
あ
る

が
、
必
要
性
を
踏
ま
え
統
廃
合
を

含
め
方
向
性
を
議
論
し
た
い
。
基

本
方
針
は
作
成
中
で
、
管
理
計
画

や
最
終
基
本
計
画
は
、
来
年
の
３

月
に
は
提
示
し
た
い
。

Ｆ
Ｍ
の
カ
ル
テ
と
公
会
計
の

整
合
性
は
正
確
に
し
て
ほ
し
い
と

要
望
も
出
し
て
い
る
。
た
だ
、
現

状
の
公
共
施
設
を
維
持
す
る
に
は
、

今
の
経
費
で
は
無
理
で
あ
る
。
本

市
は
、
日
本
の
人
口
の
伸
び
よ
り

高
い
伸
び
率
を
想
定
し
、
公
共
施

設
を
造
っ
て
き
た
経
緯
が
あ
り
、

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
経
費
の
伸

び
率
も
高
い
と
思
う
。
現
状
の
公

共
施
設
を
維
持
す
る
上
で
、
伸
び

率
の
想
定
は
。

そ
こ
ま
で
達
し
て
い
な
い
が
、

今
の
ま
ま
で
は
無
理
と
認
識
し
て

い
る
。
既
設
の
有
効
利
用
が
大
事

で
あ
り
維
持
修
繕
に
力
を
注
ぎ
な

が
ら
、
必
要
な
も
の
は
つ
く
る
。

施
設
な
ど
の
統
廃
合
や
複
合
化
も

考
え
た
い
。

国
の
発
表
で
は
、
費
用
的
に

良
好
な
と
こ
ろ
で
１
．
１
倍
、
平

均
は
２
．
２
〜
２
．
６
倍
に
上
が

る
と
予
測
し
て
い
る
。
神
奈
川
県

秦
野
市
で
は
、
新
規
の
箱
物
は
建

設
せ
ず
、
４０
年
か
け
箱
物
を
３
割

削
減
す
る
と
い
う
方
針
を
出
し
て

い
る
。
こ
れ
は
極
端
な
ケ
ー
ス
だ

が
、
方
針
を
出
せ
ば
方
向
性
も
出

て
く
る
。
具
体
的
に
は
、
金
額
ベ

ー
ス
の
削
減
か
、
公
共
施
設
の
延

べ
面
積
で
の
削
減
か
、
そ
れ
と
も

そ
れ
ら
ト
ー
タ
ル
的
な
削
減
か
、

考
え
は
。
ま
た
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
ー
と
し
て
示
す
方
向
は
。

数
字
は
把
握
し
て
い
な
い
が
、

目
標
作
成
は
大
事
と
認
識
し
て
い

る
。
先
進
地
は
１０
〜
２０
％
を
目
標

と
し
て
い
る
。
面
積
は
最
低
１０
％

程
度
の
減
少
を
目
指
し
た
い
。
公

共
施
設
の
統
廃
合
は
市
民
の
協
力

な
し
に
は
で
き
な
い
。
議
員
の
知

恵
も
拝
借
し
市
民
の
協
力
を
得
な

が
ら
Ｆ
Ｍ
を
進
め
た
い
。

面
積
的
な
目
標
値
は
、
も
う

少
し
増
や
す
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

今
一
番
、
金
額
と
面
積
ベ
ー
ス
で

問
題
な
の
は
分
庁
舎
の
１
，
１
０

０
坪
で
あ
る
。
ま
た
、
現
庁
舎
の

土
地
建
物
、
八
木
駅
北
駐
車
場
の

経
費
的
な
部
分
も
あ
る
。
固
定
資

産
台
帳
に
は
、
１
，
１
０
０
坪
は

今
の
土
地
の
評
価
で
計
算
さ
れ
７

億
４
，
２
６
３
万
円
と
あ
る
が
、

八
木
駅
南
を
開
発
し
た
と
き
の
費

用
で
あ
る
取
得
価
格
を
計
算
し
て

も
ら
い
た
い
。
こ
の
土
地
を
確
保

す
る
ま
で
の
費
用
の
概
算
は
。

昭
和
６３
年
に
、
た
め
池
だ
っ

た
と
こ
ろ
を
埋
め
立
て
約
６
０
億

で
取
得
し
た
。
土
地
開
発
公
社
が

取
得
し
た
も
の
を
、
換
地
等
で
減

っ
た
土
地
に
利
息
と
管
理
費
用
を

上
乗
せ
し
て
約
４６
億
で
市
が
買
い

戻
し
た
。
今
の
固
定
資
産
台
帳
価

格
と
の
差
は
約
３８
億
５
，
０
０
０

万
円
で
あ
る
。

固
定
資
産
台
帳
で
計
上
し
た

場
合
、
建
物
の
ホ
テ
ル
部
分
は
１５

億
円
、
分
庁
舎
部
分
は
約
２６
億
円

と
思
っ
て
良
い
の
か
、
金
額
は
。

目
安
の
１
つ
と
し
て
、
奈
良

地
方
法
務
局
管
内
の
新
築
の
建
物

課
税
標
準
額
の
平
成
２４
年
度
の
算

定
基
準
表
に
よ
る
と
９
万
５
，
５

０
０
円
と
い
う
単
価
が
出
て
い
る
。

面
積
１
万
５
，
５
０
０
平
米
の
う

ち
４
，
７
０
０
平
米
を
ホ
テ
ル
部

分
と
す
る
と
各
目
安
価
格
は
計
算

で
き
る
。

八
木
駅
北
駐
車
場
は
、
公
園

に
す
る
と
か
、
別
途
駐
車
場
を
つ

く
る
の
で
３０
億
円
必
要
と
な
る
な

ど
聞
く
が
、
代
替
地
や
地
中
設
置

す
る
な
ど
を
踏
ま
え
３０
億
円
投
資

す
る
の
か
。

そ
の
概
算
は
、
更
地
に
す
る

場
合
で
あ
る
。
駐
輪
場
は
現
在
１
，

３
０
０
台
収
容
し
て
お
り
、
市
の

責
務
と
心
得
て
い
る
。
地
下
と
な

る
と
費
用
は
若
干
増
え
る
。
駐
車

場
に
関
す
る
八
木
駅
北
の
整
備
は
、

県
の
文
化
会
館
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
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